
詳しくは
こちら

●申込期間／7月22日(金)まで
●利用期間／8月1日(月)～12月31日(土)
●販売価格／5,000円（500円×15枚）
　※5,000円で7,500円分の飲食ができる！
●販売場所／申し込み店舗からご購入ください。

【問】福島県広報課 ☎024-521-7124

このコーナーでは、随時他府県との
記事交換を行っています。
今回は福島県からのお便りです。

福島県公式イメージポス
ター「来て。」にふさわし
い福島県内で撮影された
写真を募集しています。
今年度は「市町村賞」等
の新たな賞を設け、より
多くの作品によりポス
ターを作成します。
応募締め切りは9月30日

（金）です。詳細は以下
の専用サイトからご覧く
ださい。

 「 来て。」ポスターを作る
フォトコンテスト開催中！

福島県 来て。フォトコンテスト 検索

●若者たちの熱気が伝わってきて、とてもよかったです。毎日忙しくて少々バテぎみでしたが、パワーをもらいました。（60代）
●とくしま漁業アカデミーを通して漁師の仕事に興味がでてきた（40代） ●PPA制度は知らなかったので嬉しい情報でした（50代）

　そして、今大会は３年振りとなる「有観客」
開催。ポストコロナを象徴する大会として、
高校生アスリートの夢の舞台は、ようやく
本来の姿を取り戻します。
　開催に当たっては、「感染症や熱中症
への対策」を徹底し、安全・安心な大会
とすることはもとより、出場選手の最高の
パフォーマンスと、一人一役で挑戦する高
校生たちの活動を全国に届けられるよう
取り組んで参りますので、ご理解、ご協力を
お願い致します。

（徳島県知事　飯泉嘉門）

i c h i g o i c h i e

　いよいよ７月23日、開幕する高校生最大
のスポーツの祭典「全国高等学校総合体
育大会『躍動の青い力 四国総体 2022』」、
32日間で全30競技、本県では陸上競技や
バレーボール女子、サッカー、バドミントン､
弓道､ホッケーが、鳴門市や徳島市、阿南市
など各地で繰り広げられます。
　昭和４６年以来、５１年ぶりに大会幹事県
となる本県で開催される28日「アスティと
くしま」での総合開会式では、式典を盛り
上げる「吹奏楽、合唱」や、「アナウンス、
手話」などを高校生自らが担います。
　また、式典を華やかに彩る「公開演技」
では、「四国遍路」をモチーフに、徳島の
自然や人とのふれあいを通じた「高校生の
成長」を、学校や部活動の枠を超えた総勢
約２００名がワンチームとなり、ダンスや阿波
おどり、マーチング、和太鼓の演奏で表現
し、最新テクノロジーを駆使した演出による
一大エンターテイメントを展開 ！
　さらに、阿南光高校、城東高校の皆さん
が制作した「４Ｋ」高画質による、「郷土の
魅力、おもてなしの気持ちを表現した『徳島
県の紹介映像』」と、「競技の様子や競技
会場を紹介し、競技への期待を高める

『徳島県開催競技映像』」を、総合開会式の
式典前に放映するほか、既に県庁１階ロビー
や鳴門・大塚スポーツパークのモニター、
YouTubeで配信いたしております。どちら
も魅力あふれる、迫力の映像となっています
ので、ぜひご覧くださいね。

Q. 7月24日は「とくしま○の日」。
○に入る言葉は何でしょうか。

締切 7月27日（水）必着
6月号の正解は「総体」でした。

●答え、住所、氏名、年齢、感
想、取り上げて欲しいテーマ
などを記入の上、はがき、Eメール（宛先は表紙上部に
記載）または2次元コードでご応募ください。

みまから
フランク

（2本入）（100g×2本）
［提供］（一社）美馬観光
ビューロー

徳島県公式SNSに
「Instagram」と
「LINE」が新たに仲間入り！
ぜひチェックしてみてくださいね。

抽選で
5名様

「とくしまグルメプレ
ミアム食事券」は、
利用者が購入した
飲食店に限り使用で
きる「プレミアム率
50%・店舗指定型」
のお食事券です。

【問】「とくしまグルメプレミアム食事券」
運営事務局
☎088-603-8333

（コールセンター）

「とくしまグルメプレミアム
食事券」をご購入ください

【問】県庁ふれあい室
☎088-621-2095
FAX088-621-2862

県庁ふれあいセンター「すだ
ちくんテラス」では、幅広い世
代の県政への参加や理解を
促進するため、県庁舎の見学
にミニ講座等を
加えた「夏休み特
別企画」の参加者
を募集します。

詳しくはこちら

●すだちくんも
　登場予定
●ソーラーＬＥＤ
　キーホルダー
　プレゼント

お申し込みは
こちら

撮影地：猪苗代町

昨年度の
グランプリ作品を
使用したポスター

ポストコロナ新時代に挑戦
～躍動の青い力 四国総体 2022～

夏休み特別企画
「すだちくんテラス」で

県政について楽しく学ぼう！

●実施日／８月８日（月）・９日（火）
●定　員／午前・午後それぞれ１０名程度（先着順）
●参加費／無  料
●申込期間／7月26日（火）必着

参加者
募集 ！

日本の藍
　徳島県の吉野川の下流域である肥沃な平野部では、藍の
栽培が古くから盛んに行われ、江戸時代には「阿波２５万石、
藍５０万石」とも言われるほどの経済力を誇っていました。
　「阿波藍」によって、全国を席巻していた徳島県ですが、
藍と藍文化は何も徳島県だけではなく、全国的に生産され
ていたものであり、「北海道の伊達藍」や「沖縄県の琉球

藍」「埼玉県の武州藍」など、日本国内のいたるところで見
られました。
　「阿波藍」は、生産者の弛まぬ品質向上の努力とともに、

「藍大市」の中で新藍品評会を実施するなど、藍商たちは
品質・ブランドの保持に努め、その品質は、「渋沢栄一」に
家業である武州藍の生産において「阿波藍と並び称される
までになりたい！」と言わせるほどでありました。

7月は「とくしま藍推進月間」・7月24日は「とくしま藍の日」

お問い合わせ先／観光政策課  ☎088-621-2356  FAX088-621-2851  ✉ kankouseisakuka@pref.tokushima.jp

日
本
の
藍

阿波藍とは
　「阿波藍」とは、徳島で作られた藍の葉を発酵さ
せて作られた染料「すくも」のことです。徳島県が
生産量全国第一位を誇る天然染料の阿波藍は、
藍師と呼ばれる職人が江戸時代から続く伝統的
な技法で丹念に創り上げます。

●「日本の藍」に関する展覧会を実施  
●その他、県内外で藍に関するイベントを開催

徳島県物産観光交流プラザ
「あるでよ徳島」で展示会を実施


